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レクリエーションの森へ
出かけよう !!



（秋田県）異形ブナ林表紙の写真：

▲ 児童と地域の皆さん ▲ 木工作品作り

　緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは、緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった
個人又は団体に対し、内閣総理大臣が表彰を行うものです。
令和８年は13の個人・団体が受賞されました。本誌では毎号、受賞者の方々をご紹介します。

令和８年 緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰
受賞者
紹介

▲ 校内の環境整備活動

阿武町立福賀小学校 （山口県阿武郡阿武町）
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12 森林総研の最新研究
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※活動ウェブページ https://sites.google.com/abutownedu.org/fukuga/

過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/con1.html
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　同校は、豊かな自然環境を活かした緑化活動を地域と連携しながら実施しています。
　児童が主体となり校内の花の植替えや花壇整備を実施するほか、地域団体や卒業生と協力して樹木の剪
定や草刈りを行うなど、校内全体の自然環境の維持管理に地域一体となって取り組んでいます。
　また、地元の林業団体等の協力を得て実施している森林体験学習では、森林や林業に関する講義の受講
やなめこやしいたけの原木へのコマ打ち体験、木工作品作りなどを通じて、森林と人々の生活との関わり
について学んでいます。これらの活動を通じて児童に育まれる緑化意識は、校外にも波及しており、地域
の緑化推進に寄与するとともに、地域の人々への緑化意識の普及啓発にもつながっています。

防災士の資格取得 / 林野火災・被災木利用セミナー /moritomirai のファシリテーター

https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202609.html

… … …ウェブアンケート
にご協力をお願いします！

情報誌「林野」…

お詫びと訂正

８月号の記事において、記載内容に 誤りが
ありましたので、訂正してお詫び申し上げます。

訂正箇所 １０頁　[三保松原 ]の表記
(誤 ) 三保の松原　　(正 )三保松原

（ウェブページは修正済です）
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　日本の国土の多くは、豊かな森林につつまれています。
　林野庁では、みなさまに広く森林に親しんでいただけるよう、優れた自然景観を持ち、森林浴や
自然観察などの自然とのふれあいに適した国有林を「レクリエーションの森」に設定しています。
　その中から特にお薦めする７箇所を、４月号と今月号の２回に分けてご紹介します。
　　　　　　※記事で紹介した施設やイベントの営業・開催状況については、事前に主催者のウェブサイト等でご確認ください。
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特集

レクリエーションの森
へ出かけよう

写真　左上：関東森林管理局 奥浜名自然休養林（二三月峠展望台から見る浜名湖と遠州灘）　右上：中部森林管理局 付知峡自然休養林（高樽の滝）
左下：東北森林管理局 鳥海自然休養林（鳥海マリモ）　右下：東北森林管理局 鳥海自然休養林 (紅葉時期の遊歩道)

ドローンによる空撮映像はこちらをご覧下さい。

◀ドローン空撮映像：林野庁

林野庁のウェブサイトでは『日本美しの森 お薦め国有林』の見どころや魅力あふれる映像をご紹介！林野庁のウェブサイトでは『日本美しの森 お薦め国有林』の見どころや魅力あふれる映像をご紹介！

レクリエーションの森のうち、特に景観が優れた９３箇所
を『日本美しの森 お薦め国有林』に選定しており、
こちらからご覧になれます。

◀レクリエーションの森：林野庁

にっぽんうつく

にっぽんうつく



鳥海自然休養林
東北森林管理局　由利森林管理署

『あがりこブナ』が息づく鳥海の森

　鳥海自然休養林（中島台地区）は、山形県と秋田県に跨がる標高

２,２３６mの鳥海山の北側中腹に位置しており、ブナを主体とした巨

木の森が広がる景勝地となっています。

　鳥海山は、５５万年前から続く火山活動によって富士山に似た美し

い形をなし、長い年月をかけて地中に蓄えられた水の豊富な湧水地

となるとともに、多くの湿原が広がっています。

　この地域のブナはかつて炭焼きに利用されていましたが、切り株

から多くの新しい芽が生えるブナの特徴を生かして、同じ根株から伸

びた木が繰り返し伐採されていました。伐採は積雪が締まって固ま

る早春に行われ、地面から１ｍ程度高い位置で切られたために、幹

の上がったところで多くの“子”に分かれている姿から、「あ（上）がり

こ（子）」と呼ばれる特徴的な姿をしています。

概要

清水湧き出る出つぼ

秋田県にかほ市 （中島台地区）

参考URL

アクセス

　　公共交通機関の場合

象潟駅→（タクシー、レンタカー：３０分（１３km））
→中島台地区

　　自動車の場合

象潟 IC から車で１５分、１２km

休養林内の一番の見どころは、推定樹齢３００年以上、

幹回り７.６m、樹高２５mの「あがりこ大王」です。ミズナラ

や異形のブナ林を通った遊歩道の先にあり、空に向かって大き

く枝を広げる姿には王様のような風格が感じられます。そのほ

か、「出つぼ（壺）」と呼ばれるいくつもの湧水池を有する、国

指定天然記念物「獅子ヶ鼻湿原」の中を一周するコースも魅力

的です。世界的にも珍しい「鳥海マリモ」というコケの群落を

清流の中で見ることができ、大きいもので５０～１００年の歳月を

かけて育った１ｍを超えるボール状のコケもあります。

　ブナ林では、初夏には美しい新緑を、秋には黄金色の黄葉を

楽しめるほか、鳥のさえずりや小川のせせらぎに耳をすませなが

ら、ゆったりと散策するのがお薦めです。休養林の近くには、高さ

２６ｍ、幅１１ｍで流れ落ちる「奈曽の白滝」や、岩肌一帯から

鳥海マリモ（提供：にかほ市）

楽し
み方

楽し
み方

無料駐車場あり

あがりこ大王

ちょうかい

１日５万トンもの水が湧き出る「元滝伏流水」といった

迫力ある滝もあるので、ぜひ訪れてみてください。

し し が はな

な  そ

もとたきふくりゅうすい

きさかた

一般社団法人にかほ市観光協会
http://www.nikaho-kanko.jp

秋田県公式観光サイト　アキタファン
https://akita-fun.jp/
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奥浜名自然休養林
関東森林管理局　天竜森林管理署

手軽に楽しめる日帰り登山
浜名湖とみかん畑の眺め　身近な癒やしスポット

参考URL

アクセス
奥浜名自然休養林は、静岡県西端、浜名湖の北側「遠州の奥座敷」

とも呼ばれる地域にある森林で、標高５６３ｍの富幕山や４３２ｍの尉ケ

峰を中心とする緩やかな丘陵地となっています。森林の９割がスギ・

ヒノキの人工林ですが、シイ・カシ・ツバキ類などの常緑広葉樹に加え

て、コナラ・クリ・ヒコサンヒメシャラなどの落葉広葉樹も生育してお

り、多様で豊かな植生が見られます。

本自然休養林の特長は、尾根や山頂からの眺望です。緩やかな弧を

描く海岸の手前には浜名湖、奥には遠州灘、その上には空が広がり、

晴れた日には湖・海・空が一体となった美しい青色に染められた光景

に出会えます。ほぼ全域が浜名湖県立自然公園に指定され、気軽に楽

しめる日帰りハイキングコースが整備されているほか、浜名湖の北側

に沿って走る天竜浜名湖鉄道からのアクセスも良いことから、毎年多

くの方々が訪れる人気スポットとなっています。

概要

富幕山に咲くヤマユリ 遊歩道沿いに咲くハギ

静岡県浜松市

　　公共交通機関の場合
※ いずれも天竜浜名湖鉄道の最寄駅から各コースのスタート地点まで

・奥山コース：金指駅からバスで約２０分（奥山バス停下車）
・佐久米コース：浜名湖佐久米駅から徒歩０分
・細江コース：気賀駅から徒歩約２０分

　　自動車の場合

・奥山コース：新東名浜松いなさ IC から車で約１０分
（奥山無料駐車場）
・細江コース：東名三ケ日 IC から車で約１５分
（細江公園）
　（※ 佐久米コースは、駐車場がないため天竜浜名湖鉄道をご利用
ください）

尉ケ峰から望む浜名湖（湖・海・空が一体となった風景に出会える）

　休養林内のハイキングコースでは、春や初夏にはヤマ

ユリやオカトラノオ、秋にはマツムシソウやハギなどの花々が

楽しめるほか、山裾に広がるみかん畑が眺められるのも特徴の一

つです。また、コースの道中には案内板や休憩ポイントが多く整備さ

れており、登山経験が少ない方でも安心して楽しむことができます。

コースに応じて特徴があり､「奥山コース」は奥山無料駐車場

から富幕山山頂までのコースで、比較的傾斜が緩やかで、距離も

４.７km、片道約１時間４０分と手軽に散策できます。「佐久米コー

ス」は浜名湖佐久米駅から尉ケ峰山頂へと続く５.７km、片道約

２時間２０分のコースで、ウグイスやヒタキなどのバードウォッチ

ングを楽しめ、「細江コース」は細江公園（最寄駅は気賀駅）から

尉ケ峰を経て富幕山山頂に至る１１.６km、片道約４時間

のロングコースで、二三月峠の展望台からは浜松市中心部

を望めます。（なお、只木コースは、大雨被害のため現在

通行止めです。）

　ハイキングを楽しんだ後は、浜名湖の美しい景色を一望

できる温泉で足の疲れを癒やしたり、うなぎや牡蠣といっ

た新鮮な魚介などの浜名湖グルメを堪能したりするのもお

すすめです。

楽し
み方

楽し
み方

とんまくやま

さ く め

じょうが

みね

えんしゅう

にさんがつ

無料駐車場あり

無料駐車場あり

奥浜名自然歩道ハイキングガイド／浜松市
https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/
n-machi/hikingguide.html
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付知峡は「飛騨・美濃紅葉３３選」にも選ばれた紅

葉の絶景スポットです。その中でも特に、森林浴や紅葉狩り

にお薦めの場所は「不動公園」です。吊り橋や木道を歩く１周

約４０分のコースでは、豪快に水しぶきを上げる雄大な「不動滝」

や、岩肌を美しく流れ落ちる「観音滝」を眺めながら、付知川

の青い輝きと燃えるような紅葉とのコントラストを楽しめます。

　さらに、休養林内で最大級の落差を誇る「高樽の滝」は、高さ

約２０mから落ちる見事な直瀑（水の落ち口から、岩壁を離れ、

また岩壁に沿ってほぼ垂直に一気に落下する滝のこと）で、橋から

滝を見下ろす視点と眺望台から見上げる視点の両方を楽しむこと

ができるほか、天気が良い日には滝壺付近に架かる虹にも出会え

ます。周辺にはキャンプ場も多くあります。日常を忘れて、ゆっ

くりと自然の中に佇む時間を過ごしてみるのも良いのではない

でしょうか。

付知峡自然休養林
中部森林管理局　東濃森林管理署

透き通る「付知ブルー」に包まれる
～付知峡自然休養林～

　付知峡自然休養林は、木曽川の支流の一つである付知川源流域

「付知峡」を中心とする森林で、岐阜県の東南部に位置する、深山

の情緒に満ちた森と渓谷が織りなす景勝地です。「森林浴の森日本

１００選」に選定されているほか、この地域一帯は伊勢神宮の式年遷

宮に使われる御用材の伐採式が行われるなど、古来より良質なヒノ

キの産地としても知られています。川底まで透き通るエメラルドグ

リーンの付知川と、赤や黄色に色づいた紅葉とのコントラストは息

をのむほどの美しさで、印象的な美しい写真が撮れるスポットとし

ても有名です。

概要

観音滝 高樽の滝 紅葉彩る付知峡

岐阜県中津川市付知町

参考URL

アクセス

　　自動車の場合

中央自動車道
中津川 IC から国道２５７号経由で約４８㎞、約１時間。
不動滝付近に無料駐車場あり。

自動車のみ

川底まで透き通るエメラルドグリーンの付知川

楽し
み方

楽し
み方

つけちきょう

つけちきょう

ちょくばく

たかだる

つけち

無料駐車場あり

一般社団法人　中津川観光協会
https://nakatsugawa.town/

付知町観光協会
https://www.tsukechi.jp/
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この２日間、大阪府の南海なんば駅前広場が「森林（もり）」に変身します。会場では、就業相談、現役フォレストワーカー

によるトークショー、ヒノキチップの詰め放題、安全装備品の展示、チェーンソー作業を体験できるＶＲ、枝払い体験、

年輪ダーツなど、森林・林業の魅力を体感できる多彩なコンテンツが盛りだくさんです。

無料!
すべて

▶https://www.ringyou.net/

イベントの開催情報・オンライン相談等はこちらからチェック！
緑の雇用ＲＩＮＧＹＯＵ．ＮＥＴ

「森林（もり）の仕事パーク」は、各地の大型イベントにも出展予定です。

●アウトドアデイジャパン神戸 2026　（令和８年９月２６日（土）・２７日（日）／メリケンパーク）
●フィールドスタイルエキスポ　（令和８年 11 月１４日（土）・１５日（日）／愛知国際展示場）
森林・林業の魅力を知り、体験や相談を通して新たな一歩を踏み出すきっかけに！

森林 (もり) の仕事トークショー ヒノキチップ詰め放題 チェーンソー作業を体験できるＶＲ就業相談コーナー

街の真ん中で森林を感じる「全国森林組合連合会主催イベント」

大型イベントで森林を感じる「出展型イベント」

アカウントフォローで森林・林業情報ゲット！
緑の雇用ＲＩＮＧＹＯＵ．ＮＥＴ  公式Ｉｎｓｔａｇｒａｍ

●南海なんば駅前広場　（令和８年１１月２８日（土）・２９日（日））

イベントをきっかけに「林業」へ興味を持たれた方は、

ぜひ「緑の雇用」RINGYOU.NETのInstagramもチェック

してみてください。フォレストワーカーの日常や仕事の様子

等を発信しており、林業への就業や地方への移住後の暮ら

しなど、林業を仕事にするイメージをより具体的に感じて

いただけます。

ＳＮＳで知る森林の仕事

「林業就業」に興味を持った方向けに、自宅から気軽に参加できる「森林（もり）の

仕事オンラインガイダンス」を秋と冬に２回開催予定です。

　ＺＯＯＭのブレイクアウトルーム機能を活用し、都道府県ごとの担当者と直接話すこ

とができます。「ちょっと林業のことを聞いてみたい」という方にもおすすめです。この

ほか都道府県の担当者に随時相談できる「林業就業オンライン相談」も実施しています。

オンラインで気軽に相談

※「全国森林組合連合会主催イベント」「出展型イベント」の 両イベントコンテンツは一部変更となる場合がございます。

　木の香りに包まれながら、五感で森林や林業の魅力を体験できるイベント「森林（もり）の仕事パーク」が開催されます。

林業に触れるのが初めての方でも楽しめる、森林（もり）と出会う特別な一日です。自然やアウトドアが好きな方、移住や林

業の仕事に興味がある方、体を動かすことが好きな方など、こどもから大人までどなたでも気軽に参加できます。

　会場では、森林・林業の現場を身近に感じられるアクティビティや、林業関係の仕事の魅力を知る展示・相談コーナーを通して、

森林と林業の奥深さに触れることができます。この秋、あなたも森林（もり）とつながる一歩を踏み出してみませんか。

森とつながり、はたらき、あそぶ！― 見て、ふれて、体験する森林・林業の世界 ―
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ケ
ニ
ア
森
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
 
年
を
振
り
返
る

〜
メ
リ
ア
造
林
に
見
る
協
力
の
成
果
〜

TOPICS

02
　

ア
フ
リ
カ
東
部
の
ケ
ニ
ア
で
は
、
国
土
の
8
割
以
上
が
雨
の
少
な

い
乾
燥
地
や
半
乾
燥
地
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
1
9
7
0
年
代
以
降
、

人
口
増
加
や
薪
炭
材
の
過
剰
利
用
な
ど
を
背
景
に
森
林
減
少
や
土
地

劣
化
が
急
速
に
進
行
し
、
地
域
住
民
の
生
活
基
盤
が
脅
か
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
独
立
行
政
法
人
国
際

協
力
機
構
（
J
I
C
A
）
は
、
地
域
住
民
の
生
活
向
上
や
福
祉
増
進
、

環
境
保
全
、
さ
ら
に
は
農
村
の
持
続
可
能
な
発
展
に
貢
献
す
る
た
め

の
森
林
づ
く
り
（
社
会
林
業
）
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

1
9
8
5
年
に
ケ
ニ
ア
の
半
乾
燥
地
を
対
象
と
し
た
協
力
を
開
始
し

ま
し
た
。
以
来
40
年
も
の
間
、
継
続
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ

れ
て
お
り
、
現
在
も
協
力
が
続
く
息
の
長
い
取
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

（
１
）
樹
種
の
選
出
と
苗
木
生
産
の
普
及

　

初
期
の
活
動
で
苦
労
し
た
こ
と
の
一
つ
は
、
乾
燥
地
に
適
し
た
植

林
技
術
の
開
発
で
す
。
日
本
と
は
全
く
異
な
る
乾
燥
し
た
環
境
の
中

で
、
そ
の
土
地
に
適
し
た
樹
種
を
1
0
0
種
以
上
試
験
す
る
と
と
も

に
、
苗
木
の
育
成
や
植
栽
の
方
法
に
つ
い
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
現
地
の
人
々
に
植
林
の
方
法
を
普
及
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
、そ
の
道
の
り
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

農
家
自
身
が
小
規
模
な
苗
畑
を
作
れ
る
よ
う
普
及
活
動
を
行
っ
た
結

果
、
自
分
た
ち
が
望
む
苗
木
を
自
由
に
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

地
域
住
民
が
自
ら
の
力
で
植
林
を
行
う
動
き
が
徐
々
に
広
が
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
苗
木
生
産
は
収
入
を
得
る
た
め
の
仕
事

と
し
て
も
定
着
し
、
苗
木
や
資
材
の
販
売
を
専
門
と

す
る
人
々
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
農
家
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
苗
木
生

産
は
、
周
辺
国
で
あ
る
タ
ン
ザ
ニ
ア
や
エ
チ
オ
ピ
ア

の
森
林
づ
く
り
の
取
組
に
お
い
て
も
、
標
準
的
な

植
林
普
及
手
法
の
一
つ
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
て

き
て
い
ま
す
。

（
２
）
郷
土
樹
種
メ
リ
ア
の
苗
木
生
産
手
法
の

開
発

　
長
年
の
試
行
錯
誤
の
中
で
、
結
果
的
に
有
望
な
樹
種

の
一
つ
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
、
現
地
で
「
メ
リ
ア
」

と
呼
ば
れ
る
セ
ン
ダ
ン
科
の
郷
土
樹
種
で
し
た
。
こ

の
木
は
乾
燥
に
強
く
、
材
質
も
家
具
や
造
作
材
に
適

初
期
の
技
術
開
発
（1985-2002

）

　

野
生
の
メ
リ
ア
に
は
幹
の
曲
が
り
や
太
い
枝
が
多
く
見
ら
れ
た

た
め
、
そ
れ
ら
の
改
善
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

後
期
の
メ
リ
ア
育
種
プ
ロ
セ
ス
か
ら

現
在
ま
で
（2004-2026

）

乾燥地
半乾燥地

凡例

その他

し
た
優
れ
た
特
性
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
種
子
が
オ
ニ
グ

ル
ミ
の
よ
う
な
硬
い
殻
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
土
に
播
い
て

も
な
か
な
か
発
芽
し
な
い
た
め
、
当
初
は
ほ
と
ん
ど
苗
木
を
生
産
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
殻
を
割
る
技
術
の
開
発
が
進
み
、
少

し
ず
つ
苗
木
を
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
木
は
苗
を
育
て
る
段
階
で
も
取
扱
い
が
難
し
く
、
種
を
播
い
た
後

は
湿
度
と
温
度
を
保
つ
必
要
が
あ
り
、移
植
後
は
風
に
も
弱
い
た
め
、

シ
ー
ト
で
覆
う
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
技
術
が

15
年
に
わ
た
る
試
行
錯
誤
の
中
で
徐
々
に
確
立
さ
れ
、
メ
リ
ア
の
苗

木
を
大
量
に
生
産
し
、
植
林
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
す
。

ケニアでの林業技術協力の歩み（ＪＩＣＡ）
林業育苗訓練技術協力計画
・日本がアフリカ地域で行った最初の林業技術協力
　プロジェクト.

社会林業訓練計画（SFTP）フェーズ１
・半乾燥地での育苗・造林の訓練・技術開発・普及活動.

社会林業訓練計画（SFTP）フェーズ２
・半乾燥地での育苗・造林の訓練・技術開発・普及活動、
　ジェンダー配慮.

半乾燥地社会林業普及モデル開発計画（SOFEM）  
・半乾燥地での住民主導の社会林業の普及モデル
の開発・試行.

半乾燥地社会林業強化計画（ISFP）
・ケニア森林公社による農地林業拡大のための住民
　支援の取り組みの拡大.

気候変動への適応のための乾燥地耐性育種
プロジェクト
・ケニア森林研究所に対する育種研究と乾燥に強い
　在来種の開発.

持続的森林管理のための能力開発プロジェクト
（ＣＡＤＥＰ-SFM）
・森林政策、県政府による林業普及、林木育種、
地域協力含む包括的支援.

持続的森林管理・景観回復による森林セクター強化
及びコミュニティの気候変動レジリエンスプロジェクト
・森林政策、商業造林推進、林木育種、地域協力含む
　包括的支援.

1985-

1987

1987-

1992

1992-

1997

1997-

2002

2004-

2009

2012-

2017

2016-

2021

2022-

2027

40
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322k

215k

247k

243k

243k

213k

204k

198k

135k
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29k115k
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35k

66k

19k
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15k
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35k
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40
年
を
経
て
、
か
つ
て
は
不
可
能
だ
っ
た
半
乾
燥
地
で
の
大
規
模

植
林
も
、
今
で
は
育
種
改
良
さ
れ
た
メ
リ
ア
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

技
術
的
に
は
実
現
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
植
林
木
が
未
だ
伐
期
を
迎

え
て
い
な
い
た
め
、
メ
リ
ア
の
利
益
が
ど
の
程
度
か
と
い
っ
た
実
績

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
都
市
の
木
材
加
工
業
者
に
お
け
る
メ
リ
ア
へ

お
わ
り
に

初期の育苗試験（提供者：小西秀夫） 小規模苗畑普及の試み（提供者：小西秀夫）

メリア苗移植後の保護 改良メリア１.５世代採種園

農家による改良メリア造林地改良メリア造林農家への研修

2
0
0
5
年
、
独
立
行
政
法
人
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
（
現
・
国
立

研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
機
構
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
）
か
ら
の
短
期
専
門
家
の
派
遣
以
降
、
成
長
や
形
質
に
優
れ
た

メ
リ
ア
の
木
を
選
抜
す
る
育
種
の
取
組
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
2
0
1
2
年
か
ら
は
林
木
育
種
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
開
始
さ
れ
、
接
ぎ
木
に
よ
っ
て
優
れ
た
木
と
同
じ
性
質
を
持
つ
木

を
集
め
た
採
種
園
が
造
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
そ
の
2
世
代

目
に
あ
た
る
木
の
試
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
改
良
さ
れ

● 筆者とケニアの森林プロジェクトの関わり

プロジェクト開始から６年ほど経った１９９１年から２年間、
２００４年から３年間、そして２０２４年から現在までの２年間
について、長期での専門家として携わっておられ、現在はチー
フアドバイザーを務めていらっしゃいます。この間も折々に
調査団員や短期専門家として幾度も訪れ、尽力されており、
ケニアの森林協力を概観できる数少ない専門家です。

筆者：小川  慎司
所属・肩書：
アイ・シー・ネット株式会社、
シニアコンサルタント

育種プロセス概略図

た
メ
リ
ア
の
成
長
や
形
質
に
対
す
る
民
間
事
業
者
か
ら
の
評
価
は

高
く
、
さ
ら
な
る
改
善
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
2
0
1
8
年
に
は
こ
の
改
良
メ
リ
ア
の
育
林
ガ
イ
ド
を
作
成

し
、
現
在
も
こ
れ
に
基
づ
く
森
林
づ
く
り
を
地
域
の
農
家
や
民
間
事

業
者
に
普
及
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
の
農
家
の
中
に
は
、
せ
っ

か
く
植
え
た
木
を
切
る
な
ん
て
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
思
う
の
か
、

間
伐
が
実
行
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
こ
れ
が
木
材
生
産
を
目
的

と
し
た
メ
リ
ア
を
育
成
す
る
上
で
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

の
潜
在
需
要
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
安
定
的
な
生
産
量
の
確
保
に
向

け
て
着
実
な
前
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

現
行
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
2
0
2
7
年
１
月
末
で
終
了
し
ま
す
が
、

ケ
ニ
ア
政
府
や
現
地
企
業
、
地
域
住
民
か
ら
は
、
本
取
組
に
よ
っ
て

培
わ
れ
た
技
術
や
仕
組
み
が
今
後
も
定
着
し
、
発
展
し
て
い
く
こ
と

へ
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
産
・
供
給
体
制
の
構
築
な
ど

の
課
題
を
乗
り
越
え
、
改
良
メ
リ
ア
に
よ
る
造
林
が
さ
ら
に
広
が
る

こ
と
で
、
地
域
住
民
の
生
計
向
上
と
持
続
的
な
木
材
供
給
の
実
現
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

つ
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林
業
高
校
に
お
け
る

ス
マ
ー
ト
林
業
教
育
の
取
組
に
つ
い
て

TOPICS

03

森林３次元計測システムＯＷＬで計測

タブレットと輪尺で調査・比較

　

吉
田
島
高
校
で
は
、57
年
ぶ
り
と
な
る
演
習
林
の
立
木
の
販
売
と
、

主
伐
再
造
林
に
向
け
た
森
林
調
査
を
限
ら
れ
た
授
業
時
間
内
で
進
め

る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
林
業
技
術
を
既
存
の
授
業
計
画
に
組
み
込
ん
だ

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

実
施
に
当
た
り
、
神
奈
川
県
（
県
西
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
）

及
び
神
奈
川
県
森
林
組
合
連
合
会
と
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
全
３

回
で
構
成
さ
れ
る
次
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

❶　

間
伐
に
よ
る
立
木
販
売
の
予
定
箇
所
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に

　

よ
る
林
業
計
測
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
、
立
木
調
査
と
評
価
額
算
出

❷　

路
網
設
計
支
援
ソ
フ
ト
を
活
用
し
た
設
計
及
び
現
地
踏
査

❸　

主
伐
再
造
林
予
定
箇
所
の
森
林
資
源
量
を
把
握
す
る
た
め
の
Ｕ

　

Ａ
Ｖ
画
像
の
解
析
※
と
林
業
計
測
ア
プ
リ
を
用
い
た
標
準
地
調
査

※　

無
人
航
空
機
（
Ｕ
Ａ
Ｖ
）
を
用
い
て
撮
影
し
た
画
像
を
解
析
し
、

　

三
次
元
デ
ー
タ
を
生
成
す
る
技
術

　

本
取
組
の
成
果
と
し
て
、
従
来
の
調
査
方
法
で
は
時
間
の
制
約
で

実
施
で
き
な
か
っ
た
立
木
調
査
や
路
網
設
計
も
、
ス
マ
ー
ト
林
業
技

術
の
活
用
に
よ
り
時
間
が
大
幅
に
短
縮
で
き
る
こ
と
を
教
員
と
生
徒

が
共
に
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
吉
田
島
高
校
で
は
、
授
業
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
活
用
し
、

立
木
販
売
の
発
注
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

林
業
の
現
場
で
は
、
ス
マ
ー
ト
林
業
技
術
の
実
装
に
よ
り
、
労
働
安
全
の
確
保
や
生
産
性
の
向
上
、
労
働
負
荷
の
軽
減
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、
全
国
に
約
70
校
あ
る
林
業
高
校
で
は
、
森
林
・
林
業
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
教
育
課
程
を
編
成
し
て
い
ま
す
が
、

教
材
の
不
足
や
教
員
が
十
分
な
知
識
・
経
験
を
得
ら
れ
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
多
く
の
林
業
高
校
で
は
ス
マ
ー
ト
林
業
教
育

の
実
施
に
あ
た
っ
て
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
の
解
消
に
向
け
、
林
野
庁
で
は
、
林
業
高
校
に
お
い
て
ス
マ
ー
ト
林
業
に
対
す
る
学
び
の
機
会
を
確
保
し
、
林
業
へ

の
就
業
に
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
即
戦
力
と
し
て
期
待
さ
れ
る
人
材
の
育
成
に
つ
な
が
る
よ
う
、
令
和
４
年
度
か
ら
７
年
度

ま
で
ス
マ
ー
ト
林
業
教
育
推
進
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
の
１
つ
で
あ
る
「
地
域
協
働
型
ス
マ
ー
ト
林
業
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
林
業
高
校
と
地
域
の
林
業
経
営
体
、
地
方
公
共
団
体
が
連
携
し
て
、
ス
マ
ー
ト
林
業
に
つ
い
て
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
授
業
）

を
作
り
実
践
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
た
事
例
を
２
つ
紹
介
し
ま
す
。

神
奈
川
県
立
吉
田
島
高
校

（
令
和
４
年
度
実
施
）

吉田島高校スマート林業教育プログラムにおける協力体制
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ＧＩＳを使用した測量データの操作実習

　

帯
広
農
業
高
校
の
学
校
林
で
は
カ
ラ
マ
ツ
人
工
林
の
林
齢
構
成
が

高
齢
に
偏
り
、
実
習
で
の
活
用
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
課
題
解
決
の
た
め
に
一
部
伐
採
し
林
齢
構
成
の
平
準
化
を
図
る
こ

と
と
即
戦
力
と
な
る
人
材
の
育
成
を
目
的
に
、
帯
広
農
業
高
校
は
十

勝
地
域
林
業
担
い
手
確
保
推
進
協
議
会
や
北
海
道
立
総
合
研
究
機

構
、
北
海
道
立
北
の
森
づ
く
り
専
門
学
院
（
北
森
カ
レ
ッ
ジ
）
等
と

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
ス
マ
ー
ト
林
業
に
関
す
る
全
５
回
で
構
成

さ
れ
る
次
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

❶　

ス
マ
ー
ト
林
業
の
基
礎
知
識
の
講
義
と
北
森
カ
レ
ッ
ジ
の
ハ
ー

　

ベ
ス
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験

❷　

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
（
全
球
測
位
衛
星
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し
た
位
置

誘
導
装
置
及
び
植
穴
掘
り
機
に
よ
る
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽

❸　

Ｕ
Ａ
Ｖ
画
像
か
ら
樹
頂
点
の
判
読
に
よ
る
カ
ラ
マ
ツ
林
の
本
数

　

調
査

❹　

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
に
よ
る
測
量
及
び
Ｇ
Ｉ
Ｓ
上
で
の
図
化
と
、Ｌ
ｉ
Ｄ

　

Ａ
Ｒ（
光
検
出
・
測
距
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
資
源
調
査

　

吉
田
島
高
校
で
は
、
そ
の
後
皆
伐
予
定
地
の
調
査
実
習
を
森
林
３

次
元
計
測
シ
ス
テ
ム
「
Ｏ
Ｗ
Ｌ
」
で
行
っ
て
お
り
、
当
初
作
成
し
た

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
の
ス
マ
ー
ト
林
業
教
育
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
帯
広
農
業
高
校
で
も
連
携
体
制
を
継
続
し
、
令

和
７
年
度
以
降
も
引
き
続
き
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
た
実
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
紙
面
で
紹
介
し
た
２
校
を
含
め
、
全
国
で
12
の
林
業
高
校
が
ス

マ
ー
ト
林
業
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
・
実
施
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
は
、
左
記
林
野
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
表
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ＧＮＳＳによる位置誘導モニタ付きコンテナ苗植穴堀り機

❺　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
よ
る
学
校
林
伐
採
現
場
の
見
学
と
ハ
ー

ベ
ス
タ
に
搭
載
さ
れ
た
電
子
輪
尺
の
補
正
体
験

　

本
取
組
の
成
果
と
し
て
、
カ
ラ

マ
ツ
林
の
一
部
伐
採
に
よ
る
林
齢

構
成
平
準
化
に
向
け
た
動
き
出

し
、
地
域
事
業
体
と
の
連
携
体
制

の
構
築
、
学
校
林
経
営
へ
の
意
識

向
上
と
い
っ
た
効
果
も
得
ら
れ
て

い
ま
す
。
生
徒
か
ら
は
ス
マ
ー
ト

化
で
「
安
全
に
な
っ
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
」「
就
業
増
に
つ
な
が
る

（
と
思
う
）」
と
い
っ
た
感
想
が
多

く
聞
か
れ
、
林
業
へ
の
前
向
き
な

姿
勢
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

林
業
高
校
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
林
業

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
ken_sidou/fukyuu/chiki.htm

l

北
海
道
帯
広
農
業
高
校（令

和
６
年
度
実
施
）

さ
い
ご
に

■従来からの連携 ■本プログラムでの連携

十勝地域林業担い手確保推進協議会

帯広農業高校スマート林業教育プログラムにおける協力体制
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ひ
と
頃
は
全
国
的
な
被
害
量
も
落
ち
着
い
て

「
過
去
の
も
の
」
的
な
扱
い
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た

マ
ツ
材
線
虫
病
（
松
く
い
虫
）
の
被
害
で
す
が
、

こ
こ
数
年
の
夏
の
異
常
高
温
の
影
響
も
あ
っ
て
各
地

で
深
刻
な
被
害
拡
大
が
生
じ
、
改
め
て
注
目
を
集

め
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
終
わ
ら
な
い
マ
ツ
材

線
虫
病
の
被
害
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
け
ば

よ
い
の
か
、
森
林
総
合
研
究
所
で
の
最
近
の
研
究
事

例
を
紹
介
し
つ
つ
、考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
に

終
わ
ら
な
い
マ
ツ
材
線
虫
病
被
害
、

終
わ
り
な
き
研
究
対
応

こ
と
が
、
１
９
７
０
年
に
当
所
の
前
身
で
あ
る

国
立
林
業
試
験
場
の
研
究
者
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
本
病
は
「
マ

ツ
材
線
虫
病
」
と
名
付
け
ら
れ
、
線
虫
、
あ
る
い

は
そ
の
媒
介
者
で
あ
る
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
据
え
た
防
除
技
術
が
開
発
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

マ
ツ
材
線
虫
病
の
防
除
手
法
は
、
感
染
源
で

あ
る
線
虫
を
持
っ
た
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
発
生
を

抑
制
す
る
〝
駆
除
〞
と
、
感
染
の
対
象
と
な
る

松
が
病
気
に
か
か
り
に
く
く
す
る
た
め
の
〝
予

防
〞
に
大
き
く
二
分
さ
れ
ま
す
。
駆
除
で
は
、

松
の
枯
れ
木
に
生
息
す
る
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
が
夏

季
に
成
虫
と
し
て
脱
出
す
る
よ
り
前
の
幼
虫
や

蛹
の
時
期
に
、
枯
れ
木
ご
と
焼
却
、
破
砕
、
あ

る
い
は
薬
剤
処
理
し
て
死
滅
さ
せ
る
方
法
が
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
枯
れ
木
か
ら
脱
出
す
る

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
成
虫
を
昆
虫
病
原
菌
に
感
染
さ

せ
る
、
あ
る
い
は
被
害
木
を
シ
ー
ト
に
く
る
ん

で
成
虫
を
封
じ
込
め
る
と
い
っ
た
手
法
も
開
発

さ
れ
て
い
ま
す
。
予
防
で
は
、
松
の
枝
葉
に
薬
剤

を
付
着
さ
せ
て
お
い
て
感
染
機
会
と
な
る
カ
ミ

キ
リ
ム
シ
成
虫
に
よ
る
枝
の
摂
食
を
防
ぐ
予
防

散
布
と
、
線
虫
の
活
動
を
抑
制
す
る
薬
剤
を
事
前

病原体
「マツノザイセンチュウ」

媒介昆虫
「マツノマダラカミキリ」

森林総研の最新研究

森
林
総
合
研
究
所

　

か
つ
て
は
松
の
木
の
樹
皮
下
を
食
害
す
る
複
数

種
の
穿
孔
性
昆
虫
に
よ
る
被
害
と
考
え
ら
れ
て
い

た
「
松
く
い
虫
」
の
被
害
が
、
じ
つ
は
そ
れ
ら
の

穿
孔
性
昆
虫
の
一
種
で
あ
る
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ

キ
リ
（
以
下
「
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
」
と
い
う
。）
が

媒
介
す
る
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
（
以
下
「
線

虫
」
と
い
う
。）
を
病
原
体
と
す
る
伝
染
病
で
あ
る

   

マ
ツ
材
線
虫
病
と

   

そ
の
防
除
技
術

   

に
松
の
樹
体
に
行
き
渡
ら
せ
て
お
く
樹
幹
注
入

が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
育
種
研
究
の
成
果

で
あ
る「
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
抵
抗
性
品
種
」

の
苗
木
を
使
っ
た
植
栽
も
、
予
防
の
枠
組
み
に
含

ま
れ
る
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

上
述
の
よ
う
に
、
マ
ツ
材
線
虫
病
対
策
で
は
、

駆
除
ー
予
防
散
布
ー
樹
幹
注
入
ー
抵
抗
性
苗
植

栽
か
ら
な
る
防
除
体
系
が
確
立
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
関
連
す
る
技
術
の
進
展
や
社
会
の
要
請
を
踏

ま
え
、
個
々
の
手
法
の
更
な
る
研
究
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
現
行
の
駆
除
や
予
防

散
布
は
化
学
農
薬
へ
の
依
存
が
高
い
も
の
で
す

が
、
環
境
意
識
の
高
ま
り
や
健
康
被
害
へ
の
懸
念

な
ど
に
対
応
す
る
生
物
的
防
除
技
術
へ
の
期
待
が

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
、
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の
天
敵
と
し
て
、
捕
食
な
い
し

寄
生
性
の
昆
虫
、
昆
虫
病
原
菌
、
キ
ツ
ツ
キ
類
な

ど
の
防
除
利
用
が
研
究
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
現
在
、
我
々
は
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
に
対
し
て
強
い

   

新
た
な
防
除
技
術
開
発
に   

   

向
け
て

   

マツ材線虫病で枯れたアカマツ

さ
な
ぎ
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※　

Ｒ
Ｎ
Ａ（
リ
ボ
核
酸
）：
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
保
存
さ
れ
た

　

遺
伝
情
報
を
基
に
タ
ン
パ
ク
質
を
作
る
な
ど
の

　

働
き
を
担
う

お
わ
り
に

　

こ
の
よ
う
に
、
新
た
な
マ
ツ
材
線
虫
病
防
除
を

目
指
し
て
様
々
な
技
術
開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

   

地
域
の
防
除
計
画
立
案
を

   

支
援
す
る
ツ
ー
ル

   

が
、
こ
れ
ら
と
て
国
内
に
蔓
延
し
て
し
ま
っ
た
マ

ツ
材
線
虫
病
を
一
気
に
終
息
さ
せ
る
よ
う
な
「
夢

の
技
術
」
に
は
な
り
得
ま
せ
ん
。
予
算
、
労
力

に
限
界
の
あ
る
中
で
進
め
ら
れ
る
マ
ツ
材
線
虫

病
対
策
で
は
、
森
林
病
害
虫
等
防
除
法
に
示
さ

れ
る
よ
う
に
、
守
る
べ
き
松
林
を
限
定
し
、
防

除
努
力
を
集
中
し
て
守
り
切
る
こ
と
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
そ
こ
で
当
所
で
は
、
各
地
の
状
況

に
応
じ
た
具
体
的
な
防
除
の
指
針
を
示
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
地
域
の
条
件
に
合
わ
せ
て
４
つ

の
簡
単
な
質
問
に
答
え
る
と
「
放
置
・
非
マ
ツ

林
化
」
を
含
む
７
つ
の
対
応
方
針
の
い
ず
れ
か

に
至
る
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を

提
案
し
ま
し
た
。
地
域
ご
と

の
防
除
計
画
を
最
適
化
す
る

た
め
の
ツ
ー
ル
に
な
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

殺
虫
力
を
示
す
昆
虫
病
原
性
線
虫
の
一
種
に
注
目

し
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
線
虫
は
、
１

〜
２
頭
と
い
う
少
数
が
侵
入
し
た
だ
け
で
も
カ
ミ

キ
リ
ム
シ
幼
虫
を
死
亡
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
、
ま

た
雌
雄
同
体
で
あ
る
た
め
少
数
の
線
虫
が
虫
体
に

侵
入
す
る
だ
け
で
大
量
の
次
世
代
線
虫
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
目
下
、
こ
の
昆
虫
病
原
性
線
虫

を
駆
除
に
用
い
る
た
め
の
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。
昆
虫
病
原
性
線
虫
の
殺
虫
活
性
を
担
っ
て
い

る
の
は
線
虫
自
体
で
は
な
く
共
生
細
菌
や
関
連

細
菌
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
単
離
し
た
細
菌
を
利
用

し
た
防
除
技
術
の
開
発
に
向
け
た
研
究
も
進
め
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
当
所
で
は
、
最
新
の
害
虫
制
御
技
術
と

し
て
ア
メ
リ
カ
等
で
農
業
害
虫
を
対
象
に
研
究
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
Ｒ
Ｎ
Ａ
農
薬
の
カ
ミ
キ
リ

ム
シ
防
除
へ
の
適
用
に
向
け
た
研
究
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
Ｒ
Ｎ
Ａ
農
薬
と
は
、
人
為
的
に
合

成
さ
れ
た
特
定
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
※
を
害
虫
に
取
り
込
ま

せ
る
こ
と
で
標
的
と
す
る
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
働
き
を
抑
制

し
（
Ｒ
Ｎ
Ａ
干
渉
）、
害
虫
の
生
育
を
阻
害
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
対
象
の
生
物
へ
の
高
い
特
異
性

や
環
境
低
負
荷
な
特
性
か
ら
、
化
学
農
薬
の
代
替
と

し
て
有
望
視
さ
れ
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
農
薬
は
農
林
水
産
省

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
お
い
て
も

開
発
・
普
及
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
し
異
な
っ
た
視
点
か
ら
、
昆
虫
の
細

胞
内
共
生
細
菌
ボ
ル
バ
キ
ア
の
防
除
利
用
に
関
す

る
研
究
も
進
め
て
い
ま
す
。
ボ
ル
バ
キ
ア
は
昆
虫

の
生
殖
シ
ス
テ
ム
を
操
作
す
る
共
生
細
菌
で
、
感

染
個
体
と
非
感
染
個
体
の
特
定
の
組
み
合
わ
せ
で

宿
主
昆
虫
の
繁
殖
を
不
可
能
に
す
る
と
い
っ
た
現

象
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
か
ら
は

ボ
ル
バ
キ
ア
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、

近
い
分
類
群
の
ビ
ロ
ウ
ド
カ
ミ
キ
リ
で
ボ
ル
バ
キ

ア
の
感
染
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
カ
ミ

キ
リ
ム
シ
に
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の

個
体
群
を
制
御
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

昆虫病原性線虫を
接種する前の幼虫

接種３日後に
変色し死亡した幼虫

　

進
行
す
る
温
暖
化
に
よ
り

マ
ツ
材
線
虫
病
の
発
症
、
被

害
地
域
拡
大
が
促
進
さ
れ
る

一
方
で
、
薬
剤
使
用
の
制
約

に
よ
り
防
除
の
強
度
の
維
持

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

森
林
総
合
研
究
所
で
は
、

様
々
な
状
況
の
変
化
を
踏
ま

え
新
た
な
防
除
技
術
の
開
発

や
防
除
計
画
立
案
の
支
援
な

ど
を
通
じ
、
こ
れ
か
ら
も
マ

ツ
材
線
虫
病
対
策
に
貢
献
し

て
い
き
ま
す
。

マツ材線虫病にどう対処するか ー防除対策の考え方と実践ー
https://www.ffpri.go.jp/pubs/chukiseika/5th-chuukiseika11.html

ビロウドカミキリのボルバキア感染個体（赤印）と
非感染個体（白印）を掛け合わせて得られた卵の孵化率の比較

状況に応じたマツ材線虫病への対応方針を検討するためのフローチャート
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フ
ォ
レ
ス
タ
ー（
森
林
総
合
監
理
士
）の
活
動
書
記

森
林
総
合
監
理
士
が
実
践
す
る
未
来
へ
つ
な
ぐ
人
づ
く
り

〜
国
有
林
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
し
て
の
役
割
と
展
望
〜

　

私
は
こ
れ
ま
で
長
年
国
有
林
野
事
業
に
携
わ

り
、
森
林
整
備
や
路
網
整
備
を
は
じ
め
、
民
有
林

と
の
連
携
や
技
術
支
援
な
ど
幅
広
い
業
務
を
経
験

し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
北
海
道
森
林
管
理
局

（
以
下
「
道
局
」
と
い
う
。）
に
勤
務
し
て
お
り
、

平
成
25
年
に
森
林
総
合
監
理
士
の
資
格
を
取
得
し

て
以
来
、
人
材
育
成
の
ほ
か
民
有
林
の
管
理
を
担

う
森
林
組
合
な
ど
に
対
す
る
技
術
支
援
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
森
林
所
有
者
や
市
町
村
等
が
抱
え
る

林
業
の
課
題
解
決
に
向
け
、
各
森
林
管
理
署
等
と

連
携
し
、
技
術
的
助
言
や
普
及
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

道
局
で
は
、
北
海
道
庁
（
以
下
「
道
庁
」
と

　
は
じ
め
に

〜 

国
有
林
の
森
林
総
合
監
理
士
と
し
て 

〜

シリーズ

「フォレスター活動民国連携調整会議」通信
https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/
sidou/forester/cooperation/index.html

北
海
道
森
林
管
理
局
　
森
林
整
備
部
　
技
術
普
及
課
長
　
根
本
　
治

い
う
。）
と
連
携
し
、『
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
活
動
民
国

連
携
調
整
会
議
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
会
議

で
は
、
市
町
村
等
へ
の
技
術
的
支
援
や
民
国
間
の

協
力
等
に
よ
り
、
効
果
的
な
取
組
を
進
め
る
た
め
、

研
修
計
画
や
、
林
業
技
術
の
向
上
に
つ
な
が
る
現

地
検
討
会
の
実
施
計
画
な
ど
に
つ
い
て
相
互
に
情

報
共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
海
道
独
自

の
取
組
と
し
て
、
原
則
、
道
内
全
て
の
市
町
村
に

設
置
さ
れ
て
い
る
『
市
町
村
森
林
整
備
計
画
実
行

管
理
推
進
チ
ー
ム
』
の
活
動
状
況
も
道
庁
側
か
ら

道
局
へ
共
有
さ
れ
て
お
り
、
森
林
組
合
や
林
業
事

業
体
、
道
庁
出
先
の
振
興
局
森
林
室
、
森
林
管
理

署
な
ど
地
域
の
林
業
関
係
者
が
連
携
し
、
市
町
村

森
林
整
備
計
画
の
推
進
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
、

地
域
が
抱
え
る
林
業
の
課
題
解
決
に
向
け
た
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
道
庁
が
開
催
す
る

『
未
来
に
つ
な
ぐ
森
林
づ
く
り
交
流
会
』
や
『
林

業
普
及
指
導
員
北
海
道
・
東
北
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』、

道
局
が
主
催
す
る
『
北
の
国
・
森
林
づ
く
り
技
術

交
流
発
表
会
』
に
お
い
て
相
互
に
登
壇
し
合
う

な
ど
、
普
及
機
会
の
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
全
道
の
民
国
連
携
や
市
町
村
支
援
の
優
良

事
例
を
道
庁
と
道
局
の
双
方
の
機
関
紙
で
交
互
に

発
信
す
る
な
ど
、
民
国
関
係
者
同
士
を
つ
な
ぐ

橋
渡
し
役
も
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
を

通
じ
て
、
新
た
な
人
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る

な
ど
、
私
自
身
、
人
間
関
係
を
深
め
る
良
い
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
庁
と
連
携
し
た
取
組
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北海道森林管理局施設見学での説明

民有林支援担当者会議でのワークショップ

森林総合監理士実践研修

　

近
年
、
気
候
変
動
へ
の
対
応
や
生
物
多
様
性
の

保
全
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
な
ど
、
森
林
・

林
業
を
取
り
巻
く
課
題
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
地
域
の
関
係
者
を
つ
な
ぎ
、
森
林

管
理
を
総
合
的
に
進
め
る
森
林
総
合
監
理
士
の

役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
で
す
。

　

私
は
、〝
人
を
育
て
る
こ
と
は
森
林
の
未
来
を

育
て
る
こ
と
〞
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
森
林
は

長
い
年
月
を
か
け
て
育
つ
資
源
で
す
。
そ
の
森
林

を
守
り
育
て
る
人
材
も
ま
た
、
一
朝
一
夕
に
は
育

ち
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
人
づ
く
り
を
通
じ
て
、

豊
か
な
森
林
を
次
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
さ
い
ご
に

〜 

こ
れ
か
ら
の
森
林
づ
く
り
と
人
づ
く
り 

〜

　

前
述
の
経
験
を
生
か
し
、
私
は
現
在
、
林
野
庁

や
道
局
が
主
催
す
る
研
修
会
や
勉
強
会
で
講
師
を

務
め
て
い
ま
す
。
若
手
〜
中
堅
職
員
を
対
象
と
し

た
『
民
有
林
支
援
・
連
携
推
進
研
修
』
で
は
、
自

身
の
市
町
村
へ
の
出
向
経
験
を
踏
ま
え
、
作
業
地

の
集
約
化
や
民
国
連
携
し
た
共
同
土
場
の
活
用
等

を
行
う
各
種
協
定
の
締
結
、
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
た
取
組
な
ど
、
民
有
林
行
政
や
地
域
連
携

の
取
組
事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
技
術
や
制
度

の
説
明
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
ら
が
現
場
で
経
験
し

た
事
例
を
交
え
な
が
ら
伝
え
る
こ
と
で
、
受
講
者

が
実
務
の
中
で
活
用
で
き
る
実
践
的
な
学
び
と
な

る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
人
材
育
成
に
か
け
る
想
い

〜 
森
林
総
合
監
理
士
育
成
に
向
け
た
研
修
の
実
践 

〜

　

各
種
研
修
等
に
お
い
て
私
が
特
に
重
視
し
て
い

る
の
は
、〝
現
場
で
考
え
、
現
場
で
判
断
で
き
る

人
材
〞
の
育
成
で
す
。
森
林
管
理
の
現
場
で
は
、

地
域
ご
と
に
自
然
条
件
や
社
会
的
背
景
が
異
な
っ

て
お
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い

複
雑
な
課
題
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
そ
の
た
め

研
修
で
は
、
地
域
の
林
業
課
題
を
各
自
で
付
箋
に

書
き
出
し
て
グ
ル
ー
プ
内
で
共
有
し
、
そ
の
多
様

な
課
題
の
解
決
に
向
け
た
方
策
な
ど
を
検
討
し
て

い
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
意
見
交
換
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
、
受
講
者
自
身
が
課
題
を
分
析
し
、
解

決
策
を
導
き
出
す
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
参
加

型
の
学
び
を
提
供
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
全
国
の
市
町
村
職
員
や
民
有
林
関
係
者

等
を
対
象
と
し
た
林
野
庁
主
催
の
「
ス
マ
ー
ト
林

業
技
術
者
育
成
事
業
」
等
の
研
修
に
も
携
わ
り
、

Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
森
づ
く
り
構

想
の
演
習
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
森
林

総
合
監
理
士
や
森
林
総
合
監
理
士
を
目
指
す
者
の

技
術
力
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
人
材
育
成
は
、
国
有
林
と
民
有
林
が

連
携
し
な
が
ら
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
体

制
づ
く
り
に
も
資
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
林
総
合
監
理
士
に
は
、
森
林
・
林
業
に
関
す
る

専
門
的
な
技
術
力
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
立
場
の

関
係
者
を
つ
な
ぎ
、
合
意
形
成
を
図
る
調
整
力
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
の

で
、
そ
う
し
た
能
力
の
重
要
性
を
伝
え
、
次
世

代
の
担
い
手
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
も
私
の
重
要

な
役
割
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
林
総
合
監
理
士
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

参
考
資
料

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
ken_sidou/forester/index.htm

l#sankosiryo

令
和
７
年
度  

ス
マ
ー
ト
林
業

推
進
技
術
者
育
成
事
業　

報
告
書

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/
ken_sidou/forester/attach/pdf/index-274.pdf
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東京都

埼玉県

栃木県

福島県新潟県

群馬県

千葉県

茨城県

山梨県
神奈川県

静岡県

●

関東森林管理局

管内概要

所在地

区域面積

関係自治体

群馬県前橋市岩神町４丁目１６番２５号

７１０万ha
うち森林面積   ４０７万ha
うち国有林面積 １１９万ha

１都１０県
福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、

東京都、神奈川県、新潟県、山梨県、静岡県

関東森林管理局は、1 都１０県に所在する約１１９万 ha の

国有林を管理経営しています。管内の国有林の多くは本州中

央部の山岳地帯に位置し、利根川、信濃川、阿賀野川、阿武

隈川、那珂川などの源流域を有しており、首都圏をはじめと

する大都市の「水がめ」として、良質な水を供給する重要な

役割を果たしています。また、管内の国有林の約 4 割が自

然公園区域に指定されており、日光、尾瀬、上信越高原、富

士箱根伊豆、小笠原など多くの国立公園が存在しています。

富士山をはじめ、日本を代表する山岳景観や豊かな森林生態

系に恵まれ、自然環境の保全と国民の保健休養の場として広

く活用されています。

国有林野事業の取組

自
動
撮
影
カ
メ
ラ
を
用
い
た
調
査
は
、
従
来

の
人
力
に
よ
る
痕
跡
調
査
法
※
１

や
ラ
イ
ン
ト
ラ

ン
セ
ク
ト
法
※
２

な
ど
と
比
較
し
て
、
調
査
員
の

習
熟
度
に
依
存
せ
ず
安
定
し
た
調
査
結
果
が
得

ら
れ
る
こ
と
や
、
夜
間
を
含
む
長
期
間
の
調
査
が

可
能
で
あ
る
と
い
っ
た
利
点
が
あ
り
ま
す
が
、

生
息
密
度
の
推
計
に
は
入
手
が
困
難
な
動
物
の

平
均
的
な
移
動
速
度
デ
ー
タ
を
必
要
と
す
る
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
米
国

で
開
発
さ
れ
た
の
が
瞬
間
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
で

す
。
瞬
間
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
は
、
タ
イ
ム
ラ
プ

ス
機
能
※
３
を
用
い
て
一
定
間
隔
で
撮
影
を
行
い
、

大
量
の
撮
影
画
像
の
中
か
ら
動
物
が
写
っ
て
い

る
画
像
を
Ａ
Ｉ
ソ
フ
ト
で
自
動
抽
出
し
た
上
で
、

撮
影
頭
数
と
撮
影
面
積
の
比
か
ら
生
息
密
度
を

計
算
す
る
手
法
で
す
。

　

こ
の
手
法
は
、
動
物
の
移
動
速
度
デ
ー
タ
が

不
要
で
あ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
タ
イ
ム
ラ
プ

ス
機
能
を
用
い
る
こ
と
で
カ
メ
ラ
の
感
知
性
能

や
誤
作
動
に
よ
る
影
響
を
受
け
に
く
い
こ
と
、

撮
影
後
速
や
か
に
生
息
密
度
の
計
算
が
可
能
で

あ
る
こ
と
等
の
利
点
も
あ
り
ま
す
。

※
１　

動
物
が
残
し
た
痕
跡
（
足
跡
、糞
、食
痕
、毛
、

　
　

角
擦
り
跡
な
ど
）
か
ら
生
息
状
況
や
行
動
を
把

　
　

握
す
る
調
査
方
法

※
２　

調
査
区
域
内
に
設
定
し
た
直
線
（
ト
ラ
ン
セ

　
　

ク
ト
）
に
沿
っ
て
移
動
し
な
が
ら
、
生
物
の
個

　
　

体
数
や
出
現
状
況
を
記
録
す
る
方
法

※
３　

設
定
し
た
時
間
間
隔
ご
と
に
自
動
で
撮
影
を

　
　

行
う
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
等
の
機
能

瞬
間
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
に

つ
い
て

瞬
間
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
に
よ
る

野
生
動
物
の
生
息
密
度
調
査
に
つ
い
て

関
東
森
林
管
理
局　

保
全
課

国有林野

可
能
で
あ
る
と
い
っ
た
利
点
が
あ
り
ま
す
が
、

可
能
で
あ
る
と
い
っ
た
利
点
が
あ
り
ま
す
が
、

生
息
密
度
の
推
計
に
は
入
手
が
困
難
な
動
物
の

生
息
密
度
の
推
計
に
は
入
手
が
困
難
な
動
物
の

平
均
的
な
移
動
速
度
デ
ー
タ
を
必
要
と
す
る
と

平
均
的
な
移
動
速
度
デ
ー
タ
を
必
要
と
す
る
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
米
国

で
開
発
さ
れ
た
の
が
瞬
間
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
で

す
。
瞬
間
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
は
、
タ
イ
ム
ラ
プ

ス
機
能

大
量
の
撮
影
画
像
の
中
か
ら
動
物
が
写
っ
て
い

る
画
像
を
Ａ
Ｉ
ソ
フ
ト
で
自
動
抽
出
し
た
上
で
、

撮
影
頭
数
と
撮
影
面
積
の
比
か
ら
生
息
密
度
を

計
算
す
る
手
法
で
す
。

　

こ
の
手
法
は
、
動
物
の
移
動
速
度
デ
ー
タ
が

不
要
で
あ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
タ
イ
ム
ラ
プ

ス
機
能
を
用
い
る
こ
と
で
カ
メ
ラ
の
感
知
性
能

や
誤
作
動
に
よ
る
影
響
を
受
け
に
く
い
こ
と
、

撮
影
後
速
や
か
に
生
息
密
度
の
計
算
が
可
能
で

あ
る
こ
と
等
の
利
点
も
あ
り
ま
す
。

※
１　

動
物
が
残
し
た
痕
跡
（
足
跡
、糞
、食
痕
、毛
、

　
　

角
擦
り
跡
な

瞬
間
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
に

つ
い
て

※ 島諸部については誌面の都合により割愛しています

な　か

　

近
年
、ニ
ホ
ン
ジ
カ
（
以
下
「
シ
カ
」
と
い
う
。）

を
は
じ
め
と
す
る
野
生
動
物
に
よ
る
森
林
被
害
が

全
国
的
に
深
刻
化
し
て
お
り
、
人
間
と
の
軋
轢
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、
野
生
動
物
の
生
息
密
度
や
増

減
傾
向
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
人
力
に
よ
る
調
査
は
多

大
な
労
力
を
要
す
る
上
に
、
観
測
誤
差
が
大
き
い

た
め
、
作
業
の
省
力
化
及
び
精
度
の
向
上
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
局
で
は
、（
国
研
）森
林
総
合
研
究
所
と
の「
シ

カ
被
害
対
策
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、
令
和

６
（
２
０
２
４
）
年
か
ら
、
瞬
間
サ
ン
プ
リ
ン
グ

法
を
用
い
た
新
た
な
手
法
に
よ
る
生
息
密
度
の
調

査
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

は
じ
め
に
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令
和
７
年
度
に
実
施
し
た

調
査
に
つ
い
て

　

調
査
の
結
果
、
イ
ノ
シ
シ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、

カ
モ
シ
カ
、
ノ
ウ
サ
ギ
な
ど
多
様
な
野
生
動
物
が

記
録
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
シ
カ
は
ほ
ぼ

全
て
の
調
査
地
で
記
録
さ
れ
、
撮
影
数
も
他
の
獣

種
と
比
較
し
て
圧
倒
的
に
多
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
（
写
真
２
）。
瞬
間
サ
ン
プ
リ

ン
グ
法
に
よ
り
推
定
さ
れ
た
シ
カ
の
生
息

密
度
は
、
最
も
高
い
地
域
で
21
・
１
頭
／

㎢
、
最
も
低
い
地
域
で
０
・
３
頭
／
㎢
と
、

地
域
差
が
大
き
く
、
シ
カ
が
記
録
さ
れ
な

い
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
イ
ノ
シ
シ

　

令
和
７（
２
０
２
５
）
年
６
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
、
当
局
管
内
の
森
林
管
理
署
等
10
署
で
瞬
間
サ

ン
プ
リ
ン
グ
法
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
で
は
、
動
物
の
移
動
状
況
を
客
観
的
に
評
価

す
る
た
め
、
約
１
㎢
の
調
査
区
ご
と
に
、
12
地

点
を
無
作
為
に
選
定
し
、
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
を
設

置
し
ま
し
た
（
図
１
）。
カ
メ
ラ
は
地
上
約
１
ｍ

の
高
さ
に
水
平
に
設
置
し
、
５
分
間
隔
で
撮
影
を

行
い
ま
し
た
（
写
真
１
）。
回
収
し
た
画
像
は
、Ａ

Ｉ
ソ
フ
ト（A

ddaxA
I

）に
よ
り
野
生
動
物
が
写
っ

た
も
の
を
抽
出
後
、
職
員
が
確
認
し
、
獣
種
の
同

定
お
よ
び
頭
数
の
記
録
を
行
い
ま
し
た
。

に
つ
い
て
は
最
大
４
・
５
頭
／
㎢
と
な
っ
て
い
ま
す

（
図
２
）。

　

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
こ
れ
ま
で
に
公
表
さ
れ
て

い
る
シ
カ
の
推
定
生
息
密
度
と
概
ね
同
じ
傾
向
を

示
し
て
お
り
、
各
地
域
の
最
新
の
生
息
状
況
を
把

握
す
る
上
で
瞬
間
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
が
有
効
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
（
図
３
）。

図１

写真１写真２

お
わ
り
に

図３

※青枠についてＡＩが動物と判定し、信頼性が高いほど、
数値が高まる。この場合は、９８％動物と判定。

瞬間サンプリング法で推定された個体密度
※エラーバーは標準誤差を表す
※令和８年８月時点で解析が完了した地点について作成

出典：本州以南のニホンジカ密度分布図（令和４年度（２０２２年度）：中央値）
（環境省）

※令和８年８月時点で解析が完了した地点については密度を記載

お
わ
り
に

中央値中央値中央 ）
（環境省）

　

今
後
は
、
精
度
を
保
ち
つ
つ
労
力

を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
カ
メ
ラ

の
設
置
台
数
や
、
撮
影
間
隔
等
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
調

査
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
反
映
さ
せ
て
い
く

予
定
で
す
。
ま
た
、
局
所
的
な
生
息

密
度
を
速
や
か
に
推
計
で
き
る
瞬
間

サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
の
特
徴
を
活
か

し
、
生
息
密
度
推
計
と
捕
獲
に
よ
る

個
体
数
抑
制
効
果
と
の
相
関
や
、
野

生
動
物
の
生
息
密
度
と
森
林
被
害
と

の
関
係
も
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

図２
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霞が関の各府省庁等が連携して、夏休み期間中に子供たちが広く社会を知る機会を提供し、 政府の施策に対する理解を深め

てもらう 「こども霞が関見学デー」 が、今年は７月２９日と３０日に開催されました。

　農林水産省では、２日間で延べ８，６６９人の来場があり、 会場プログラムには 多くの子供たちに参加いただきました。 林野庁

では、 子供たちに森林・林業・木材産業の面白さや大切さを知ってもらうために、 ４つの会場プログラムを実施しましたので、

その様子を紹介します。

TOPICS

04

マフ塾２０２６ ▶ https://www.maff.go.jp/j/kids/kodomo_kasumi/2026/juku/index.html

　森林浴やマウンテンバイクの ＶＲ 体験 ができるプログ

ラムや、講師に森林インストラクターを迎え、森林の働

きや樹種ごとの特徴等について学

べるプログラムを実施しました。

ＶＲ体験をした約１，０００人のうち

６５０人に「森のたんけん隊」隊員

証を、 葉や枝の標本を観察して樹

種を当てる 「子ども樹木博士」の

認定テストに合格した約４５０人に

認定証を授与しました。

木のパーツを組み合わせて、オリジナルのフォトフレーム

を作るワークショップを開催し、２日間で５０人以上の子供

たちが製作に挑戦しました。

子供たちは職員に作り方を

教わりながら、「このパーツ

はどうやってくっつけるん

だろう？」と真剣な表情で

取り組んでいました。

　また、６月３０日から特設ウェブサイト「マフ塾２０２６」がリニューアルして公開されています。林野庁では、「『木づかい』

しよう ～木を使うのは良いこと？～」と題して、子供にも分かりやすい情報や森林 (もり)の環 (わ) 応援団のサザエさんとの対談

動画などを掲載しています。当日ご来場いただけなかった方や農林水産省に興味のある方は、ぜひご覧ください。

木づかいチャレンジ！
オリジナルフォトフレームづくり

木づかいチャレンジ！
オリジナルフォトフレームづくり

森のたんけん隊
～森をたんけんして隊員証をゲットしよう！～

森のたんけん隊
～森をたんけんして隊員証をゲットしよう！～

　原木に生えているしいたけ、菌床栽培のえのきたけ・

ぶなしめじの触感体験やきのこの人気投票、炭製品の展示

など特用林産物と触れ合える

プログラムを実施しました。 

特に職員が製作した「竹琴」

は実際に叩いて音色を楽し

んでもらい 、子供たちに

大人気でした。

おやまの小さななかまたち
～食べておいしいきのこたち～

おやまの小さななかまたち
～食べておいしいきのこたち～

　多様な樹種の木のボードや木の実、 木を薄くスライスし

たツキ板や ＣＬＴを使った製品等の展示を行い、木の色味

や質感の違いなどを実際に見て、

触って体感できるプログラムを実

施しました。 

　「どの木が一番重いんだろう？」

と 子供たちは興味津々に考えてお

り、木材の面白さを知ってもらえ

るプログラムとなりました。

もりにあるいろんな木は

どう使われている？

もりにあるいろんな木は

どう使われている？

「木づかい」しよう！

木を使うのは
良いこと？

「木づかい」しよう！

木を使うのは
良いこと？

　  令和８年度 

こども霞が関見学デーを開催しました！
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日
本
防
災
士
機
構
が
実
施
し
て
い
る
防
災
士
の
資
格
試
験
に

挑
戦
し
、
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
災
害
へ
の
備
え
は
、
森
林
を
含
め

日
頃
か
ら
地
域
の
環
境
を
知
り
、
周
囲
の
人
と
つ
な
が
り
、
い
ざ
と

い
う
時
に
自
分
は
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
お
く
こ
と
で
す
。

そ
の
積
み
重
ね
が
地
域
を
守
る
力
に
な
る
と
学
び
ま
し
た
。

　

こ
ん
に
ち
は
、
永
田
愛
実
で
す
。

　

森
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で

す
。
今
月
は「
森
を
守
る
」こ
と
を
深
く
考
え
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

山
梨
県
に
て
、
山
梨
日
日
新
聞
社
が
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
「m

oritom
irai

」の
体
験
会
が
開
催
さ
れ
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
を
務
め
ま
し
た
。「m

oritom
irai

」
は
参
加
者
が
、
異
な
る
仕

事
や
目
的
を
持
つ
10
種
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
（
森
林
の
所
有
者
、
森
林
組

合
、
猟
師
、
行
政
、
住
宅
メ
ー
カ
ー
な
ど
）
に
な
り
、
各
立
場
で
仕

事
や
生
活
に
関
わ
る
ア
ク
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
、「
森
の
未
来
」
を
作

る
ゲ
ー
ム
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
各
立
場
で
「
何
が
大
切
な
の
か
」

が
異
な
る
こ
と
で
す
。
森
林
環
境
の
保
全
、
木
材
利
用
、
地
域
産
業

の
維
持
な
ど
、
全
て
を
同
時
に
実
現
す
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
対
話
に
よ
り
互
い
の
考
え
を
知
り
つ
つ
森
の
未

来
を
考
え
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
森
に
つ
い
て

「
一
緒
に
考
え
」「
共
感
を
得

る
」
こ
と
の
大
切
さ
ま
で
教

え
て
く
れ
る
ゲ
ー
ム
を
夢
中

で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
森

林
や
林
業
に
関
心
を
持
つ
人

が
増
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
森
を
考
え
る
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

m
oritom

irai

の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

林
野
火
災
・
被
災
木
利
用
セ
ミ
ナ
ー

愛実のつなぐ・届ける・森の声

これは第２０回森林組合トップセミナー・森林再生基金事業発表会にて、森林を活用した地域づくりを
発表された南都留森林組合の参事、竹田仙比古さんの言葉です。
　同森林組合では、林内にマウンテンバイクコースを設置し、新たな産業として展開しています。木材の
生産とともに人が森を訪れて楽しむ新たな価値を生み出し、地域全体の活性化にもつながっています。
お話を伺う中で、森の価値を未来へつなぐのは、森林に直接関わる人だけでなく、森を訪れ、森を知り、
森を好きになる一人ひとりかもしれないと感じました。

　今月、様々な活動を通し、私の中で「森を守る」ことの意味が、少し変わってきたように感じます。
木々を守るだけでなく、人の命や暮らしを守り、地域の文化や産業をつなぎ、森の新しい価値を生み出し
ていくことでもあると思います。今後も、一人でも多くの方に森に関心を持ってもらい、その人なりの形
で森と関わるきっかけを作っていきたいと思います。

公益社団法人国土緑化推進機構ウェブサイト「みどりの大使」▶ 
https://www.green.or.jp/promotion/midorino-taishi/

みどりの

大使
が行く！

2026
ミス日本みどりの大使

永田 愛実
な が た 　 ま な み

防
災
士
の
資
格
取
得

「森には、まだ知らない価値がある」

岩
手
県
主
催
の
昨
年
大
船
渡
市
で
発
生
し
た
林
野
火
災
跡
地
の

森
林
再
生
と
、
被
災
木
の
利
用
に
つ
い
て
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
で
司
会

を
務
め
ま
し
た
。
林
野
火
災
が
発
生
す
る

と
、
長
年
か
け
て
育
ま
れ
た
森
林
環
境
の

み
な
ら
ず
、
森
と
と
も
に
あ
る
地
域
の
営

み
ご
と
失
わ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
被

災
森
林
を
ど
の
よ
う
に
再
生
し
、
被
災
木

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
を
考

え
る
こ
と
は
、
森
を
「
元
に
戻
す
」
だ
け

で
は
な
く
地
域
の
未
来
を
考
え
る
こ
と
で

あ
り
、
森
林
を
守
る
こ
と
は
地
域
の
暮
ら
し
や
文
化
、
未
来
を
つ
な

い
で
い
く
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
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